
2026年度

一般入学試験（前期日程）問題
＜ 国 語 ＞

2026年 2月 7日（土）

≪受験上の注意について≫

1. 問題（解答用紙）が配布されても、指示があるまで絶対に手を触れないでください。

2. 受験票は机の通路側に置いてください。

3. 受験生は鉛筆（シャープペンシル）、消しゴム、腕時計以外、机の上に置いてはいけ
ません。鉛筆（シャープペンシル）は HB以上を使用し、濃い字で書いてください。
シャープペンシルはできるだけ使用しないでください（特に薄いものは読みづらく、
採点に不利になる場合があります）。それ以外の手荷物は机の下など邪魔にならない
ところに置いてください。また、腕時計、携帯電話などについてはアラーム、ベルな
ど鳴らないように解除しておいてください。

4. 下敷きは使用してはいけません。

5. 試験中、物の貸借は一切できません。

6. 試験監督者の開始・終了の合図を厳守してください。

7. 開始の合図で、まず、解答用紙に受験番号、氏名を必ず記入してください。終了の合図
の後、問題用紙は表向きにして左側、解答用紙は裏向きにして右側に置いてください。

8. 問題用紙と解答用紙は別になっていますので注意してください。解答はすべて別紙の
解答用紙の指定の箇所に記入し、問題用紙とともに提出してください。

9. 試験問題の内容に関する質問には一切答えません。

10. 途中で気分の悪くなった人は監督者に申し出てください。

11. 時間終了まで教室からの退場は認めません。

12. 不正行為を発見した場合は、その程度に関わらず、即座に受験資格を取り消します。
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。
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著
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問
1
　

Ａ

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
だ
か
ら

2⃝
だ
が

3⃝
そ
し
て

4⃝
あ
る
い
は

5⃝
と
こ
ろ
で

問
2
　
傍
線
Ｂ
「
軽
い
不
安
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
心
情
を
指
す
か
。
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
漆
黒
の
海
沿
い
の
道
を
一
人
で
走
り
、
対
向
車
も
な
く
見
通
し
も
悪
い
状
況
か
ら
生
じ
た
、
理
由
の
特
定
し
に
く
い
少
し
落
ち
着
か
な
い
気

持
ち
。

2⃝
路
面
に
巨
大
な
鹿
の
亡
骸
を
見
た
瞬
間
の
強
い
恐
怖
と
動
揺
。

3⃝
生
き
た
鹿
と
至
近
距
離
で
目
を
合
わ
せ
た
直
後
の
、
高
揚
と
喜
び
。

4⃝
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
故
障
に
気
づ
い
た
こ
と
に
よ
る
、
具
体
的
危
険
へ
の
切
迫
し
た
焦
り
。

5⃝
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
思
い
出
し
、
運
転
を
や
め
よ
う
と
強
く
決
意
す
る
ほ
ど
の
不
安
。

– 4 –



問
3
　

Ｃ

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
本
文
の
文
脈
に
照
ら
し
て
も
っ
と
も
自
然
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
鮮
烈
な

2⃝
顕
在
的
な

3⃝
潜
在
的
な

4⃝
目
立
っ
た

5⃝
軽
微
な

問
4
　
傍
線
Ｄ
の
「
成
獣
」
に
も
っ
と
も
近
い
意
味
を
持
つ
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
家
畜
化
さ
れ
た
動
物

2⃝
幼
い
動
物

3⃝
成
長
過
程
の
動
物

4⃝
幻
想
的
な
動
物

5⃝
成
熟
し
た
動
物
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問
5
　
傍
線
Ｅ
「
十
辺
唱
え
て
」
を
別
の
表
現
に
言
い
換
え
る
と
き
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
十
偏
唱
え
て

2⃝
十
度
謡
っ
て

3⃝
十
巡
唱
え
て

4⃝
十
纏
詠
ん
で

5⃝
十
遍
唱
え
て

問
6
　
傍
線
Ｆ
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
」
の
意
味
と
同
じ
用
法
に
近
い
も
の
を
、
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。

1⃝
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
複
雑
で
、
初
心
者
に
は
使
い
に
く
い
。

2⃝
新
し
い
道
路
は
地
域
と
観
光
地
を
直
結
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
必
要
と
し
な
い
。

3⃝
芸
術
作
品
は
、
作
者
と
鑑
賞
者
の
あ
い
だ
を
媒
介
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
機
能
す
る
。

4⃝
冷
蔵
庫
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
改
良
し
て
電
気
代
を
節
約
し
た
。

5⃝
言
葉
は
人
間
と
世
界
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
。
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問
4
　
傍
線
Ｄ
の
「
さ
し
て
驚
く
こ
と
で
は
な
い
」
と
筆
者
が
述
べ
た
理
由
を
２
０
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
5
　
傍
線
Ｅ
の
「
し
ん
と
う
」
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
２
か
所
と
も
同
じ
漢
字
が
入
る
。

問
6
　
筆
者
は
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
当
て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。

1⃝
ビ
ジ
ネ
ス
の
い
ち
分
野
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
る
。

2⃝
す
べ
て
の
企
業
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
に
な
る
。

3⃝
一
部
の
企
業
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
は
関
係
な
い
。

4⃝
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
土
台
の
上
に
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
。

5⃝
す
べ
て
の
企
業
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
業
に
な
る
。
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三
　
次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

問
1
　
傍
線
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

1⃝
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
睦
を
深
め
る
。

2⃝
過
去
の
実
績
に
鑑
み
て
決
め
る
。

3⃝
ガ
ソ
リ
ン
の
卸
値
が
上
昇
す
る
。

4⃝
辞
意
を
翻
し
て
職
に
と
ど
ま
る
。

5⃝
ふ
た
つ
の
案
を
折
衷
す
る
。

問
2
　
傍
線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
送
り
仮
名
は
含
め
な
い
。

1⃝
経
済
発
展
に
多
大
な
コ
ウ
ケ
ン
を
す
る
。

2⃝
景
気
好
転
の
キ
ザ
し
が
見
え
る
。

3⃝
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
モ
ウ
ラ
す
る
。

4⃝
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
の
カ
テ
を
得
る
。

5⃝
問
題
の
カ
ク
シ
ン
に
迫
る
。
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2026年度

一般入学試験（中期日程）問題
＜ 国 語 ＞

2026年 2月 21日（土）

≪受験上の注意について≫

1. 問題（解答用紙）が配布されても、指示があるまで絶対に手を触れないでください。

2. 受験票は机の通路側に置いてください。

3. 受験生は鉛筆（シャープペンシル）、消しゴム、腕時計以外、机の上に置いてはいけ
ません。鉛筆（シャープペンシル）は HB以上を使用し、濃い字で書いてください。
シャープペンシルはできるだけ使用しないでください（特に薄いものは読みづらく、
採点に不利になる場合があります）。それ以外の手荷物は机の下など邪魔にならない
ところに置いてください。また、腕時計、携帯電話などについてはアラーム、ベルな
ど鳴らないように解除しておいてください。

4. 下敷きは使用してはいけません。

5. 試験中、物の貸借は一切できません。

6. 試験監督者の開始・終了の合図を厳守してください。

7. 開始の合図で、まず、解答用紙に受験番号、氏名を必ず記入してください。終了の合図
の後、問題用紙は表向きにして左側、解答用紙は裏向きにして右側に置いてください。

8. 問題用紙と解答用紙は別になっていますので注意してください。解答はすべて別紙の
解答用紙の指定の箇所に記入し、問題用紙とともに提出してください。

9. 試験問題の内容に関する質問には一切答えません。

10. 途中で気分の悪くなった人は監督者に申し出てください。

11. 時間終了まで教室からの退場は認めません。

12. 不正行為を発見した場合は、その程度に関わらず、即座に受験資格を取り消します。
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問
1
　
傍
線
Ａ
「
ミ
ル
の
予
測
」
と
し
て
当
て
は
ま
る
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。

1⃝
経
済
成
長
が
停
滞
す
る
。

2⃝
無
限
の
経
済
成
長
が
あ
る
。

3⃝
環
境
破
壊
が
深
刻
化
す
る
。

4⃝
物
質
的
な
豊
か
さ
で
は
な
く
、
精
神
的
な
充
実
を
求
め
る
状
態
に
移
行
す
る
。

5⃝
物
質
的
に
も
文
化
的
に
も
十
分
な
生
活
環
境
を
保
証
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

問
2
　

Ｂ

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
し
か
し
な
が
ら

2⃝
あ
る
い
は

3⃝
し
た
が
っ
て

4⃝
な
ぜ
な
ら

5⃝
一
方
で
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問
3
　
傍
線
Ｃ
「
こ
れ
ら
の
概
念
」
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。

1⃝
定
量
的
概
念

2⃝
定
性
的
概
念

3⃝
世
俗
的
概
念
。

4⃝
価
値
観

5⃝
倫
理
的
概
念

問
4
　

Ｄ

に
入
る
言
葉
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
区
分

2⃝
統
合

3⃝
分
断

4⃝
批
判

5⃝
共
有
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問
5
　
傍
線
Ｅ
「
経
済
学
に
対
し
て
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と
提
案
し
て
い
る
」
内
容
と
し
て
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

1⃝
よ
り
深
い
倫
理
的
視
点
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
。

2⃝
こ
れ
ま
で
の
基
本
原
理
や
前
提
を
現
代
の
課
題
に
対
応
さ
せ
る
。

3⃝
批
判
に
晒
さ
れ
て
大
胆
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
。

4⃝
よ
り
広
い
社
会
的
、
環
境
的
な
視
野
を
経
済
学
の
中
に
統
合
す
る
こ
と
。

5⃝
利
己
的
動
機
や
短
期
的
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
。

問
6
　

Ｆ

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
多
様

2⃝
高
度

3⃝
複
数
的

4⃝
統
一
的

5⃝
複
雑
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。
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問
4
　
先
進
国
に
お
け
る
傍
線
部
Ｃ
の
例
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
他
者
か
ら
の
尊
敬
や
承
認
の
程
度

2⃝
会
社
内
の
上
役
や
同
僚
と
の
関
係
性

3⃝
金
銭
的
報
酬
に
代
表
さ
れ
る
経
済
的
利
益
の
高
低

4⃝
日
常
生
活
に
お
け
る
身
の
安
全
の
程
度

5⃝
自
分
の
意
思
の
影
響
に
よ
る
他
者
の
成
長
度

問
5
　
筆
者
が
傍
線
部
Ｄ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
本
人
が
求
め
る
何
ら
か
の
欲
求
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
、
自
己
実
現
や
達
成
感
に
つ
な
が
る
た
め

2⃝
人
間
の
欲
求
は
、
低
次
か
ら
高
次
へ
と
段
階
的
に
移
行
し
て
い
く
た
め

3⃝
高
次
の
欲
求
の
充
足
は
、
利
己
的
な
目
的
の
達
成
の
み
で
は
な
く
社
会
性
と
も
調
和
す
る
た
め

4⃝
個
人
主
義
を
超
え
る
価
値
観
の
追
求
が
、
個
人
の
尊
重
に
必
要
で
あ
る
た
め

5⃝
個
人
の
尊
重
は
経
済
発
展
の
原
動
力
と
な
る
た
め
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三
　
次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

問
1
　
傍
線
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

1⃝
意
見
が
錯
綜
し
て
結
論
が
出
な
い
。

2⃝
医
師
と
し
て
の
責
務
を
全
う
す
る
。

3⃝
組
織
の
官
僚
制
が
効
率
を
阻
害
す
る
。

4⃝
都
市
化
に
よ
り
地
域
住
民
の
疎
外
が
進
む
。

5⃝
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
は
即
興
性
が
欠
か
せ
な
い
。

問
2
　
傍
線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
送
り
仮
名
は
含
め
な
い
。

1⃝
責
任
を
オ
う
立
場
に
あ
る
。

2⃝
経
済
政
策
を
テ
イ
シ
ョ
ウ
す
る
。

3⃝
文
化
の
ス
イ
タ
イ
を
防
ぐ
。

4⃝
制
度
の
カ
イ
ハ
イ
を
求
め
る
声
。

5⃝
問
題
の
カ
イ
メ
イ
に
取
り
組
む
。
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2026年度

一般入学試験（後期日程）問題
＜ 国 語 ＞

2026年 3月 10日（火）

≪受験上の注意について≫

1. 問題（解答用紙）が配布されても、指示があるまで絶対に手を触れないでください。

2. 受験票は机の通路側に置いてください。

3. 受験生は鉛筆（シャープペンシル）、消しゴム、腕時計以外、机の上に置いてはいけ
ません。鉛筆（シャープペンシル）は HB以上を使用し、濃い字で書いてください。
シャープペンシルはできるだけ使用しないでください（特に薄いものは読みづらく、
採点に不利になる場合があります）。それ以外の手荷物は机の下など邪魔にならない
ところに置いてください。また、腕時計、携帯電話などについてはアラーム、ベルな
ど鳴らないように解除しておいてください。

4. 下敷きは使用してはいけません。

5. 試験中、物の貸借は一切できません。

6. 試験監督者の開始・終了の合図を厳守してください。

7. 開始の合図で、まず、解答用紙に受験番号、氏名を必ず記入してください。終了の合図
の後、問題用紙は表向きにして左側、解答用紙は裏向きにして右側に置いてください。

8. 問題用紙と解答用紙は別になっていますので注意してください。解答はすべて別紙の
解答用紙の指定の箇所に記入し、問題用紙とともに提出してください。

9. 試験問題の内容に関する質問には一切答えません。

10. 途中で気分の悪くなった人は監督者に申し出てください。

11. 時間終了まで教室からの退場は認めません。

12. 不正行為を発見した場合は、その程度に関わらず、即座に受験資格を取り消します。
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。
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問
1
　

Ａ

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
し
た
が
っ
て

2⃝
つ
ま
り

3⃝
と
は
い
え

4⃝
と
こ
ろ
で

5⃝
一
方
で

問
2
　
傍
線
Ｂ
「
こ
う
い
う
違
い
」
が
最
も
直
接
的
に
指
す
内
容
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
人
間
は
発
達
し
た
大
脳
新
皮
質
に
も
と
づ
く
論
理
的
機
能
で
未
来
を
予
測
し
、
他
の
動
物
は
遺
伝
的
本
能
や
身
体
的
反
応
に
依
存
す
る
と
い

う
違
い
。

2⃝
機
械
は
人
間
の
論
理
的
機
能
を
身
体
か
ら
切
り
離
し
て
純
化
独
立
さ
せ
た
存
在
で
あ
り
、
生
物
は
情
動
に
駆
動
さ
れ
る
身
体
に
支
え
ら
れ
る

と
い
う
背
景
説
明
。

3⃝
人
間
は
過
去
の
デ
ー
タ
に
学
び
、
演
繹
・
帰
納
・
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
未
来
に
対
処
す
る
の
に
対
し
、
多
く
の
生
物
に
は
緻
密
な
計
画
性
が

な
い
と
い
う
違
い
。

4⃝
Ｉ
Ａ
（
専
用
人
工
知
能
）
は
集
合
知
の
精
度
と
信
頼
性
を
高
め
る
補
助
枠
組
み
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
は
社
会
メ
ガ
マ
シ
ン
と
し
て
想
定
さ
れ
る

大
規
模
知
能
で
あ
る
と
い
う
違
い
。

5⃝
生
物
は
「
意
味
」
を
扱
う
自
律
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
機
械
は
「
デ
ー
タ
（
記
号
）」
を
扱
う
他
律
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
う
違
い
。
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問
3
　
傍
線
Ｃ
「
文
明
化
と
は
端
的
に
は
そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
」
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。

1⃝
理
性
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
人
間
が
神
に
近
づ
く
と
考
え
、
超
越
的
存
在
と
の
結
び
つ
き
を
文
明
の
根
拠
と
す
る
営
み
。

2⃝
大
脳
新
皮
質
の
論
理
的
機
能
を
駆
使
し
、
経
験
と
デ
ー
タ
に
学
ん
で
未
来
を
予
測
・
計
画
す
る
こ
と
で
文
明
を
築
く
営
み
。

3⃝
遺
伝
的
本
能
や
身
体
的
反
応
の
み
に
依
拠
し
、
環
境
変
化
へ
の
即
時
的
な
反
射
に
よ
っ
て
日
々
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
営
み
。

4⃝
情
動
の
は
た
ら
き
だ
け
を
基
盤
と
し
、
合
理
的
な
判
断
や
計
画
性
を
排
し
て
集
団
の
生
存
を
図
ろ
う
と
す
る
営
み
。

5⃝
人
工
知
能
が
人
間
と
は
独
立
し
た
知
恵
を
も
ち
、
自
律
的
に
社
会
を
運
営
す
る
主
体
と
な
っ
て
い
く
営
み
。

問
4
　
傍
線
Ｄ
「
身
体
か
ら
い
わ
ば
切
り
離
し
、
純
化
独
立
さ
せ
た
」
と
い
う
内
容
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
人
間
の
身
体
的
反
応
を
模
倣
す
る
こ
と
で
、
情
動
を
中
心
に
判
断
す
る
装
置
と
な
っ
た
。

2⃝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
人
間
の
論
理
的
機
能
を
取
り
出
し
て
身
体
と
は
分
離
し
、
形
式
的
な
デ
ー
タ
処
理
と
し
て
独
立
さ
せ
た
装
置
で
あ
る
。

3⃝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
人
間
の
本
能
を
強
化
・
拡
張
す
る
こ
と
で
、
直
感
的
判
断
を
代
替
す
る
。

4⃝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
人
間
の
感
覚
器
官
を
再
現
す
る
こ
と
で
、
意
味
理
解
を
自
律
的
に
獲
得
し
た
。

5⃝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
人
間
の
論
理
的
機
能
を
身
体
に
統
合
し
て
、
自
然
な
知
能
を
実
現
し
た
。
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問
5
　
傍
線
Ｄ
に
あ
る
「
独
立
」
の
対
義
語
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
自
立

2⃝
自
律

3⃝
分
離

4⃝
従
属

5⃝
単
独

問
6
　

Ｅ

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
観
察

2⃝
証
明

3⃝
証
拠

4⃝
立
証

5⃝
実
証
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問
1
　
傍
線
部
Ａ
を
妨
害
す
る
要
因
を
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
市
場
競
争

2⃝
社
会
的
大
義
の
追
求

3⃝
最
低
限
の
マ
ナ
ー

4⃝
贅
沢
や
虚
栄
心

5⃝
利
己
心
や
利
己
的
動
機

問
2
　
傍
線
部
Ｂ
に
含
ま
れ
な
い
も
の
を
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
な
さ
い
。

1⃝
社
会
的
善
へ
の
貢
献

2⃝
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

3⃝
社
会
福
祉
や
公
平
性

4⃝
利
己
的
利
益
の
追
求

5⃝
市
場
競
争
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問
3
　
傍
線
部
Ｃ
の
理
由
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
1⃝
〜
5⃝
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

1⃝
利
己
心
は
、
市
場
を
通
じ
て
社
会
的
善
に
貢
献
す
る
た
め

2⃝
効
率
的
な
資
源
配
分
を
数
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
と
の
両
立
が
可
能
な
た
め

3⃝
利
己
心
と
社
会
的
善
は
、
倫
理
的
に
矛
盾
し
な
い
た
め

4⃝
意
識
的
な
社
会
貢
献
へ
の
意
思
は
、
副
次
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
た
め

5⃝
道
徳
的
な
善
は
、
経
済
的
富
の
蓄
積
に
貢
献
す
る
た
め

問
4
　
社
会
貢
献
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
は
な
に
か
。
本
文
中
か
ら
１
５
字
以
内
で
ぬ
き
だ
し
な
さ
い
。（
句
読
点
も
一
字
と
す
る
）

問
5
　
筆
者
が
傍
線
部
Ｄ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
９
０
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。（
句
読
点
も
一
字
と
す
る
）

問
6
　
企
業
や
組
織
に
求
め
ら
れ
る
二
つ
の
機
能
に
つ
い
て
、
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
０
字
以
内
で
ぬ
き
だ
し
な
さ
い
。（
句
読
点
も
一
字
と
す
る
）
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三
　
次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

問
1
　
傍
線
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

1⃝
近
年
の
犯
罪
は
巧
妙
だ
。

2⃝
大
会
主
催
者
か
ら
賞
金
を
賜
る
。

3⃝
解
決
方
法
を
模
索
す
る
。

4⃝
彼
は
感
情
の
起
伏
が
激
し
い
。

5⃝
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

問
2
　
傍
線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
送
り
仮
名
は
含
め
な
い
。

1⃝
衝
撃
に
腰
を
ヌ
か
し
た
。

2⃝
ジ
ャ
ッ
カ
ン
名
採
用
す
る
予
定
だ
。

3⃝
激
論
の
末
に
サ
ツ
バ
ツ
と
し
た
雰
囲
気
に
な
っ
た
。

4⃝
仕
事
の
成
果
を
コ
ジ
す
る
。

5⃝
こ
の
仕
打
ち
は
カ
ン
ベ
ン
し
て
ほ
し
い
。
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前 期 解 答  

 

一  

問 １ ②  

問 ２ ①  

問 ３ ④  

問 ４ ⑤  

問 ５ ⑤  

問 ６ ③ 、 ⑤  

 

 

二  

問 １  ハ ー ド ウ ェ ア が 主 な 目 的 で ソ フ ト ウ ェ ア が 補 助 的 な 目 的 だ っ た の が 、 ソ フ ト ウ ェ ア

が 主 な 目 的 で ハ ー ド ウ ェ ア が 補 助 的 な 目 的 と な っ た こ と 。 （63 字 ）  

問 ２ ③  

問 ３ ③  

問 ４ 業 態 が 変 わ る の は 当 た り 前 だ か ら  

問 ５ 浸 透  

問 ６ ② 、 ④ 、 ⑤  

 

 

三  

問 １ ① し ん ぼ く  ② か ん が ③ お ろ し ね ④ ひ る が え ⑤ せ っ ち ゅ う  

問 ２ ① 貢 献  ② 兆  ③ 網 羅  ④ 糧  ⑤ 核 心  

 

  



中 期  

 

一  

問 １ ① 、 ④ 

問 ２ ③ 

問 ３ ② 、 ④ 、 ⑤ 

問 ４ ② 

問 ５ ⑤  

問 ６ ①  

 

 

二  

問 １ 傍 若 無 人 の 自 分 勝 手 な 人 （ １ １ 字 ） 

問 ２ ① 

問 ３ 動 機 づ け 要 因 は 、 尊 厳 ・ 自 尊 の 欲 求 と 自 己 実 現 の 欲 求 に 、 衛 生 要 因 は 生 理 的 欲 求 と 安  

全 の 欲 求 、 社 会 的 欲 求 に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る 。 （ ６ ０ 字 ）  

※ 所 属 と 愛 の 欲 求 、 承 認 の 欲 求 を 用 い て も 可  

問 ４ ⑤ 

問 ５ ③  

 

 

三  

問 １ ① さ く そ う  ② せ き む ③ か ん り ょ う せ い ④ そ が い ⑤ そ っ き ょ う せ い  

問 ２ ① 負  ② 提 唱  ③ 衰 退  ④ 改 廃  ⑤ 解 明  

 

 

  



後 期  

 

一  

問 １ ③ 

問 ２ ⑤ 

問 ３ ② 

問 ４ ② 

問 ５ ④  

問 ６ ⑤  

 

 

二  

問 １ ② 

問 ２ ② 、 ③ 

問 ３ ④ 

問 ４ 市 民 の 意 識 的 な 大 義 の 実 践 （ １ ２ 字 ） 

問 ５ 社 会 貢 献 に 向 け た 倫 理 的 な 動 機 は 、 外 的 要 因 に 左 右 さ れ や す く 、 何 ら か の 工 夫 な し で

は 脆 く て 持 続 し そ う に な い う え に 、 個 人 に よ る 社 会 貢 献 は 大 き な 成 果 を 生 ま な い た

め 。 （ ７ ７ 字 ）  

問 ６ 解 答 ① ： 市 民 の 大 義 の 実 現 の た め の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に な る こ と （ ２ ５ 字 ）  

解 答 ② ： 大 規 模 で 効 果 的 な 社 会 貢 献 を 持 続 的 に 達 成 す る 装 置 に な る こ と （ ２ ８ 字 ）  

 

 

三  

問 １ ① こ う み ょ う  ② た ま わ ③ も さ く ④ き ふ く ⑤ じ ん だ い  

問 ２ ① 抜  ② 若 干  ③ 殺 伐  ④ 誇 示  ⑤ 勘 弁  

 

 

 



京都経済短期大学 2026 年度入試 出題意図 

 

【国語】 

 

 本学のディプロマ・ポリシーに基づき、一般教養から専門科目、資格講座まで幅広く開講

している様々な科目適性に応じてテキストや資料を正確に理解する力と、言葉で正確に他

者に伝える力が求められる。国語の問題は、そういった日本語基礎力があるかを判定するこ

とを目的として出題をしている。前期・中期・後期ともに、大問３問の共通構成であり、1

問目は、専門書からの論説文、2 問目は一般書あるいは準専門書からの論説文、3 問目は漢

字、語彙の基礎知識となっている。 

大問１、大問２では、要約や著者の主張あるいは記載内容に対する正しいもの、あるいは

間違っているものを選択する、もしくは接続詞を選択する問題を通して、内容に対する読解

力を問うている。 

大問３では、一般社会で使用されている漢字に対する基本的な知識を問う設問である。 


